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搬入
運営サポート駐車場
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■凡例
■凡例 ■凡例

■凡例
観客搬入口搬
ＶＩＰ 観客

選手 物資搬入口
ＶＩＰ
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年度年度

武道場武道場

多目的多目的
アリーナアリーナ

基礎基礎 躯体躯体 仕上げ仕上げ
月月
全体全体全体

３ヶ月短縮３ヶ月短縮

20172017 20182018 20192019

着
工

竣
工
Ｗ
杯

庇の軒天井は日田杉仕上
げとし、軒下空間を風雨
からしっかりと守ります。

「マエ庭」に面して縁側を設
け、交流空間をつくります。

「とおりニワ」の外壁面は、
日田杉ルーバーをガラス
で挟んだ高断熱のダブル
スキンガラスとします。

ＬＣＣ
（千円/年㎡）

LED 照明

WCとおりニワ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

マエ庭 居住域空調

客席
居住域空調

井水利用 ( 空調・便所洗浄水・散水等）

自然換気

自然通風

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｷﾝ＋木ﾙｰﾊﾞｰによる
日射遮蔽

リフレクターによる
間接採光

屋根散水による気化熱冷却

井水による外構散水

太陽光発電
パネル

施設
特性 大空間空調

晴天の多い
瀬戸内海式気候

水質良好
水量豊富な
井水資源

地域
特性

内容 対応

置換空調 空調費削減
削減効果省エネルギー 自然エネルギー

空調費削減

予熱時間短縮
電力創出
照明電力削減

水道費削減
冷房・水道費削減

太陽光パネル

地下水熱の空調利用
便所洗浄水利用
屋根散水・外構散水

循環ファン＋デリベント方式

リフレクターによる間接採光

デリベント方式空調
（間欠運転時）

多目的アリーナ

建設 光水熱 維持管理 改修 建替 解体
本計画

0 5 10 15 20 25
従来ﾓﾃﾞﾙ

施設特性・地域特性に合致した環境手法

ライフサイクルコスト削減イメージ

約 30％
削減

設備ピット マットスラブ
集約

軽量な上部構造軽量な上部構造

掘削土量
躯体量削減
掘削土量
躯体量削減

躯体量削減躯体量削減

ク

アリーナ

躯体量削減躯体量削減
天井材非設置天井材非設置内外装削減内外装削減

多目的アリーナ

多目的アリーナ

武道場武道場

多目的アリーナ多目的アリーナ

とおりニワとおりニワ

VIP、選手バス
駐車スペース

中継車

マエ庭マエ庭

アプローチ広場アプローチ広場

ウラ庭ウラ庭

ムカエ庭ムカエ庭

コドモ庭コドモ庭

大銀ドーム大銀ドーム
マエ庭、大銀ドームと連携

Ｌ型ロビー空間

キッズルーム
と連携

身障者駐車場の
あるバリアフリーな
車寄せ

身障者駐車場の
あるバリアフリーな
車寄せ

日常の憩いと武道への
精神転換が図れる場

N

凡例
歩行者動線

一般出入口
車両動線

搬入口
運営

ドームの形状を受け
とめるＬ型配置

計画建物

大銀ドーム大銀ドーム

N

アリーナ
鉄骨架構鉄骨架構鉄骨架構

武道場武道場武道場
木架構木架構木架構

シンプルなトラス架構・整形な形状シンプルなトラス架構・整形な形状

3600
3600

＜架構詳細イメージ＞

・屋根の格子トラス
は 3.6mの単一製材
をずらして構成
・県内プレカット工
場の流通規格材の採
用によるコスト低減

下部構造：ＲＣ造

上部構造：木造

ロッド材
流通規格材

大銀ドーム大銀ドーム

マエ庭への
風の影響を軽減

先工事：
アリーナ屋根
先工事：

アリーナ屋根

後工事：
武道場躯体
後工事：
武道場躯体

共用工事
ヤード

大銀ドーム

建て逃げ工法建て逃げ工法

緊急車両用
駐車場を資
材ヤードと
して活用

工事ヤード
ごとに車両
動線を確保

アリーナ先行工事の残土
を仮置場として利用可能

大銀ドームの運用に
支障のない工事エリア

資材
ヤード

ＰＰＰ

VIPVIP手手手選手選手選手選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選手選手手手選手選手選手手選選選選選選選選選選選選選選選手選手選選選選選選選選選手手手手手手手手手手選手手手手手手選手手 選手・搬入入搬入入選手・搬選手選手・搬入入入入入入搬入入

運営運営営営
メディアメディアメディメディアメデデデメメメデメメメデデデディィィアアアィアィィィアアアア

N

大会議室

身障者駐車場

（車寄せ）

ステージ

多目的アリーナ

とおりニワ

アプローチ広場

マエ庭

マエ庭

ウラ庭

コドモ庭
選手バス選手バス
駐車場駐車場

ＶＩＰＶＩＰ
運営運営
駐車場駐車場

中継車中継車

運営運営
駐車場駐車場

武道場

器具放送多目的室多目的室 多目的室多目的室貴賓室
一般停車スペース

更衣
キッズルーム

更衣 小会議 中央管理室

ＷＣ

会議
会議

ＷＣ

ＷＣ

器具

器具器具

大銀ドーム

連携

連携

師範 師範上座

師範 師範上座

Ｗ
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Ｗ
Ｃ

防
災
資
材

ＷＣ ＷＣ

ＷＣＷＣ

ＷＣ

更
衣

更
衣

師
範

師
範
上
座

器
具
庫

駐
輪
場

と
お
り
ニ
ワ

縁
側
縁
側

器
倉
庫

器
倉
庫 機

械
室

事
務
事
務

救
護
救
護

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

4面固定席(2000席 )

ＥＶ

庭コココココココココ 庭庭庭ココココ 庭庭庭
場場場場 選選選選選場場場場場場場
営営営営営営営営営営
ＰＰＰＰＰＰ
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２階イメージ

１階イメージ車両車両
利用者利用者
運営・選手運営・選手

観客観客■凡例■凡例

ムム

トレーニング室

EXP.J

だんだんステップ

柔道場

剣道場
副道場
＋

＋

ムカエ庭

　 バックヤード
アリーナの車両の乗入
れに配慮した搬入口な
ど、イベント時の迅速
な設営・撤去を可能と
するスペースを確保。

10

　 多様な多目的室
トップリーグ開催時
には、ホームとアウェ
イそれぞれの選手
控室に転用可能。

８

　　 大銀ドームと呼応する庇
車寄せからエント
ランスまで雨に濡
れないアプローチを
確保しゆるやかに
カーブした形状で
ドームと呼応する。

9

　 会議室の転用
大会時の選手、関
係者の控室やダン
ス、卓球などの軽
運動への転用や、
「とおりニワ」と
の一体利用が可

７

　 フレキシブル武道場
可動間仕切と個
別の出入口を設
け独立運用が可
能。アリーナとの
連携容易な自由
度の高い構成。

６

　 5000 席対応可能な臨場感溢れる観戦環境
・アリーナを包み込む 4 面固定席で、 興 
奮、熱気が伝わる臨場感溢れる観戦環
境を確保。
・将来用の可動観覧席収納スペースを
設け、更に臨場感ある観戦環境を実現。
・将来５０００席の確保によってバス
ケットボール新リーグ１部のホームア
リーナとして使用することが可能。
・客席後方に設ける車椅子席は、前席
の高さに配慮し、確実に観戦できる環
境を確保。

15

　 大会時ＶＩＰ対応
貴賓室から直接ＥＶでアクセスできる
位置にＶＩＰ席を配置。

14

　 安心な避難計画
観客席は「だんだんス
テップ」と直接つなが
り、被災時の大人数で
の避難に対応可能な
ルートを確保。

13

武道場専用出入口

剣道

アリーナ
控室

柔道

　 観客動線の分離
大会時は 1 階を選手エ
リア、2 階を観客エリア
と明快に分け、各入口に
セキュリティを設けるこ
とで、動線の交錯のない
安全な運用を実現。

　 だんだんステップ
・2 階観客席へは、「マ
エ庭」から直接アプロー
チできる十分な幅員の
階段を設け、大人数の
安全な移動に対応。
・ゆとりある客だまりと
して、階段状の広場を
立体的に活用し、「マエ
庭」と連携したイベン
ト活用も可能。

12

11

　 防災資機材用倉庫
屋外の車両寄付き
や、アリーナとの連
携に配慮した配置。

５

　 Ｌ型の「とおりニワ」
アリーナと武道
場をＬ型につな
ぐ「とおりニワ」
は、会 議 室、ト
レーニング室等
の諸室と一体と
なり、ゆとりあ
るエントランス
空間として賑わ
いや活気を外部
に発信。

３

　 既存地下通路と接続
既存地下通路を
EV で接続する改
修工事により、
大銀ドームとの
連携を強化。

１

　 フレキシブルトイレ
トイレや更衣室
は移動間仕切り
で容易に男女比
の調整が可能。

２

男女比調整

30％

75％
100％

可動間仕切り可動間仕切り
男子トイレ
女子トイレ

　 キッズルーム
トレーニング室に隣
接し、安全に囲
われたコドモ庭
と屋内外で連携。

４

前席からの観戦障害のない車椅子席
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ置場等を確保

手摺扉により 2階からｱｸｾｽ可能
コートに近接した観客席

可変性の高い可動観覧席 ﾌｫｰｶﾙﾎﾟｲﾝﾄ

器具庫等

・県内製作可能な JIS－H鋼、
県産ﾌﾟﾚｶｯﾄ集成材の採用

・建物各部材の標準化
・天井仕上のない競技空間
・バックヤード仕上の簡素化

・無駄のない競技天井高さ
・設備ルートの集約と短縮化
・面積効率の良いﾌﾚｷｼﾌﾞﾙな計画
・同時施工可能な分棟で工期短縮
・県産材活用で運送ルート短縮

・軽量な上部構造で躯体量削減
・設備ピットの集約化とマットス
ラブで掘削土量削減

・プレファブ化で労務費低減
・燃え代厚のない木造断面

・ラグビーＷ杯 2019 開催年の 4月下旬完成により、開催
までの十分な準備期間を確保します。

・2棟を地場業者 2社による分離発注方式も可能です。

(エ ) 予定工期内に確実に完成させ、また更に
工期を短縮させるための工法等に対する考え

( イ ) 建設・維持管理コストを含めた
ライフサイクルコストの低減について

( オ ) 木材 ( 地域材 ) 及び大分県産資材の使用計画について

■ 分棟配置による２棟同時施工で工期 3か月短縮

・上部構造は武道場を木造、多目的アリーナを鉄骨造とし、
製作工場の集中回避により、確実に工期を短縮します。

・L型配置でうまれる余剰スペースを活用し、工事ヤード
を 2つに分けて工程をずらすとともに、建て逃げ工法
を採用する等、スムーズな施工が可能となります。

■ 最適な工区分けを可能にするＬ型配置と余剰スペース

・プレキャストコンクリートによる客席段床など工場生産
品の採用や、ユニット化により工期短縮を図ります。

■ 省力化とプレファブ化、工場生産品の徹底活用

・「日田杉」を構造材や仕上材に活用し、調湿防臭効果の
ある「湯布珪藻土」を更衣室等の内装仕上に採用します。

■ 大分の伝統文化美と力強さを創出する県産材木による架構

■ 大分県産資材の積極活用による地域経済への貢献

・武道場は主構造を RC造、屋根は県産材木の格子トラス
とすることで、屋根架構の軽量化を図るとともに、地
震力を RC造で負担する合理的な構造計画とします。

<工期短縮イメージ>

<施工計画イメージ>

<構造モデルイメージ>

<とおりニワ外壁イメージ>

<建物内外をつなぐ｢とおりニワ｣イメージ ><建物内外をつなぐ｢とおりニワ｣イメージ >

大会議室（軽運動）大会議室（軽運動）

多目的アリーナ多目的アリーナ

とおりニワとおりニワ

縁側ベンチ縁側ベンチ

マエ庭マエ庭

大銀ドーム大銀ドーム

<L 型分棟配置イメージ><L 型分棟配置イメージ>

<大銀ドームと一体となり、にぎわいをうむ交流の里イメージ><大銀ドームと一体となり、にぎわいをうむ交流の里イメージ>

<環境に配慮した施設断面イメージ><環境に配慮した施設断面イメージ>

<「日田杉」を構造材や仕上材に活用した武道場イメージ><「日田杉」を構造材や仕上材に活用した武道場イメージ>

<交流をうむマエ庭のにぎわいイメージ><交流をうむマエ庭のにぎわいイメージ><交流をうむマエ庭のにぎわいイメージ>

<多機能キャノピーによる交流空間イメージ><多機能キャノピーによる交流空間イメージ><多機能キャノピーによる交流空間イメージ>

マエ庭マエ庭マエ庭

だんだんステップだんだんステップだんだんステップ

４

５

クリエイティブクリエイティブ / 創造性と合理性のある計画で工期短縮

トラディショナルトラディショナル / 大分の魅力を形にする

スポーツを通じて地域の一体感や活力を醸成する、大分の新たなにぎわい・交流拠点を創出します。
大分スポーツ公園に広がる里山の景観と、心の豊かさを育んだ里山文化を継承し、
スポーツを通じて地域の一体感や活力を醸成する、大分の新たなにぎわい・交流拠点を創出します。

①フレキシブル [ 多様 ]
里山里山里山の持の持の持つ多つ多様性様性を継を継承承
（多（多様な様な利用利用に対に対応）応）

③サスティナブル [ 持続 ]
人と人と自然自然が共が共存し存しし 持、持続可続可続可続可能な能なな
社会社会を形を形成し成した里た 山文山文化を化 継承承

②ハーモニー [ 調和 ]
動 (動 ( 活気活気 ) と) と静 (静 ( 厳粛厳粛 ) の) の景観景観観がが
織り織りなすなす里山里山の風の風情を情を継承継承

④クリエイティブ [ 創造 ]
創造創造性と性と合理合理性に性に基づ基づづいたいた
里山里山の暮の暮らしらしの思の思想を想を継承継承

⑤トラディショナル [ 伝統 ]
木の木のの恵み恵みみ恵 を享を享を享を享受し受し受し受した里た里た里た里山文山文山文山文化・化・化・化・
伝統を継継承承

にぎにぎにぎわいわいわいわい･交･交･ 流の流の流 里を里をを実現実現現するするするる５つ５つ５つのコのコのコンセンセンセプトプトプトプにぎにぎにぎわいわいわいわい･交･交交流の流の流の里を里を里を実現実現実現するするするる５つ５つ５つのコのコのコンセンセンセプトプトプトプ

２
■ 高品質でありながら、シンプル、スリム、コンパクトを徹底しイニシャルコスト低減

■ 施設特性、地域特性に合致した省エネ手法でランニングコスト低減

シンプル
- 整形で無駄のない建物形状 -

コンパクト
- 面積･容積の徹底縮減 -

スリム
- 掘削土量･躯体量徹底削減 -

３

２３ ２４ ２５２２２１

サスティナブルサスティナブル / 無駄をなくし、ローコスト追及

■ 大銀ドームに寄り添い、里山に溶け込む新たな景観を創出
・大分県の原風景となる「棚田」のイメージでスポーツ公園全体と調和します。
・建物は親しみやすいスケールに分節し、各庭や階段状の｢だんだんステッ
プ｣と一体となり、内外が立体的に連続する里山の風景を創出します。

■ 「マエ庭」を強風からガードする L型配置
・シミュレーションと風洞実験を行い、敷地周辺や大銀ドームにより生じ
る風の影響を解析し、周辺と調和する良好な風環境と大型台風に対する
安全性を確保します。

・環境共生の機能を備える「多機能キャノピー ( 庇、だんだんステップ、
縁側ベンチなど )」は、人々が集い、交流がうまれる場として「マエ庭」
と一体となり、にぎわいが感じられ、親しみある外観を創り出します。

■ 里山の知恵を継承し、風土に根ざした親しみある外観を実現

( ウ ) 建設地周辺の環境・景観に調和し、更に運動公園
全体として良好な景観を形成する外観について２ハーモニーハーモニー / 新たな里山の景観を創出

( ア )「県立屋内スポーツ施設整備方針」を踏まえた敷
地内の配置計画、及び利用者の動線計画について１フレキシブルフレキシブル / 大分の新たなスポーツ・文化交流拠点を創出
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① 一般利用時
「県民誰もが気軽に利用できる施設」 「大規模大会も開催可能な武道を

  はじめとする屋内スポーツの拠点」
「トップリーグ公式戦や各国代表の
  合宿開催によるスポーツ観光の拠点」

「大規模災害に備えた広域防災拠点の
  中核施設」

② 大規模大会･ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ時 ③ トップリーグ公式戦時 ④ 大規模災害時

・各ゾーンがＬ型の｢とお
りニワ｣で繋がり、アク
セスしやすく、独立運用
も可能な計画とします。

・ 各エリアの中央に事務室
を配置し、管理しやすい
計画とします。

・アリーナ大会時は武道場
を選手アップスペース
や大会運営控室に利用
可能な計画とします。

・武道場専用入口を設け、
大会エリアとの同時利
用可能な計画とします。

・｢マエ庭｣側は観客エリア
とし、バックヤードの  
｢ウラ庭｣側は選手運営､
VIP、メディアエリアと
して動線を分離します。

・ 「とおりニワ｣は大会運
営エリアとします。

・「とおりニワ｣は「マエ庭」
と連携し、被災者受入
れスペースとします。

・「ウラ庭」は搬入エリア
として確保し、アリー
ナへ直接物資を搬入可
能な計画とします。

フレキシブルな運用を可能とするＬ型分棟配置

・武道場はアリーナとＬ型の「とおりニワ」で繋がりながらも、独立
運用可能な配置とし、精神統一しやすい静かな環境を実現します。

大会時は観客滞留、日常時は憩いの場、精神転換の場
大会時は選手、VIP、運営、メディア搬入ﾔｰﾄﾞ等のﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ
雨に濡れない身障者用駐車場のあるバリアフリーな車寄せ
キッズルームと連携した快適な芝生の子供広場

■大銀ドーム試合時の同時利用を可能とする「マエ庭」

■交流をうみ多様なニーズに対応するＬ型分棟配置による「4つの庭」

・ アプローチ広場と連携した「マエ庭」は、観客の滞留スペースや、
売店等の場所となり、大銀ドームとの同時開催を可能とします。

豊富な実績とノウハウを最大限活かしたフレキシブルで機能的な施設計画

■L 型分棟配置で、独立した武道場を実現する「とおりニワ」

整備基本方針「４つの基本理念」を実現するフレキシブルな平面ゾーニング・動線計画

<棚田イメージ> <シミュレーションイメージ><シミュレーションイメージ>
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